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第 34 号

６月定例議会

平成17年

7月25日

一般質問　村の姿勢を問う

研修報告～アメリカ・イーグルポイント～ (10～13ページ)

聞きたい 知りたい みんなの声 (15～16ページ)

おもな内容

読者シリーズ

▲カリフォルニア・サリナス地方のレタス畑

ホワイトマウンテン中学校
おみやげの鯉のぼりを手に
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本
会
議
開
会
に
お
け
る
村

長
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
第
４

次
総
合
計
画
に
向
け
て
昭
和

村
の
将
来
像
を
「
ベ
ジ
タ

Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
ガ
ー
デ
ン
昭
和

村
」
と
位
置
づ
け
て
自
主
自

立
に
向
け
て
発
展
さ
せ
た
い
、

ま
た
、
赤
城
西
麓
土
地
改
良

事
業
の
完
成
に
伴
い
、
後
継

者
の
残
れ
る
足
腰
の
強
い
経

営
体
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
、

イ
ー
グ
ル
ポ
イ
ン
ト
市
と
の

姉
妹
都
市
交
流
に
つ
い
て
も

ふ
れ
、
前
向
き
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

地
方
税
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
65
歳

以
上
の
非
課
税
規
定
の
廃

止
、
特
別
土
地
保
有
税
の
非

課
税
措
置
の
見
直
し
等
が
主

な
内
容
で
す
。

６月定例会�
３月定例会�

６
月
定
例
会�

６
月
定
例
会
は
、
６
月
７
日
（
火
）
か
ら
14
日
（
火
）
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分
事
項
の
承
認
４
件
、
報
告
２
件
、
人
事
案
件
を
含
む
議
案
４
件
、
上
中
野
地

区
大
規
模
養
鶏
場
建
設
反
対
に
つ
い
て
の
議
員
発
議
１
件
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
の
一
般
質
問
で
は
２
名
が
登
壇
し
、
村
の
姿
勢
を
問
い
ま
し
た
。

議
会
日
程

６
月
７
日
（
火
）

本
会
議

全
員
協
議
会

議
会
広
報
編
集
特
別
委

員
会

６
月
８
日
（
水
）

総
務
常
任
委
員
会

６
月
９
日
（
木
）

民
生
文
教
常
任
委
員
会

６
月
10
日
（
金
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会

６
月
11
・
12
日
（
土
・
日
）

休
　
会

６
月
13
日
（
月
）

予
備
日

６
月
14
日
（
火
）

本
会
議

６
月
定
例
会

専
決
処
分
事
項

昭
和
村
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

（
賛
成
多
数
）

65
歳
以
上
の
非
課
税
規
定
廃
止

和
解
及
び
損
害
賠
償
額
の

決
定
　
　
（
全
員
賛
成
）

非
課
税
か
ら
課
税
対
象

に
な
る
、
65
歳
以
上
で
所
得

１
２
５
万
円
以
下
の
方
の
人

数
と
増
収
額
は
。

対
象
者
は
１
１
８
名
で
、

増
収
額
は
１
７
３
万
８
千
円

の
見
込
み
で
す
。

川
額
地
区
内
に
お
け
る
、

道
路
陥
没
に
よ
る
通
行
車
両

の
タ
イ
ヤ
ホ
イ
ル
損
傷
事
故

に
つ
い
て
、
示
談
が
成
立
し

た
こ
と
で
修
理
代
を
村
が
賠

償
金
と
し
て
支
払
う
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

交
付
金
の
決
定
に
よ
る
過

不
足
の
調
整
、
追
分
地
区
土

地
改
良
事
業
の
積
雪
に
よ
る

事
業
費
の
繰
越
等
に
よ
り
３

６
０
万
９
千
円
を
追
加
し
歳

入
・
歳
出
の
総
額
が
３
９
億

８
千
９
３
０
万
７
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

損
害
賠
償
は
保
険
で
対

応
で
き
る
の
か
。
ま
た
、
そ

の
取
り
扱
い
は
。

全
額
保
険
対
応
と
な
っ
て

い
る
の
で
保
険
金
は
収
入
と

な
り
ま
す
。

税
務
課
長A

Ｑ

総
務
課
長A

Ｑ

主
な
質
疑

主
な
質
疑

平
成
16
年
度
昭
和
村
一
般

会
計
補
正
予
算

（
全
員
賛
成
）

フ
　
ル
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平
成
16
年
度
の
事
業
報
告

書
、
財
産
目
録
、
貸
借
対
照

表
、
損
益
計
算
書
及
び
平
成

17
年
度
の
事
業
計
画
書
、
会

計
予
算
書
、
資
金
計
画
書
の

報
告
が
あ
り
、
経
常
経
費
だ

け
の
公
社
存
続
と
な
り
ま
し

た
。

昭
和
村
土
地
開
発
公
社
の

財
産
状
況
報
告
に
つ
い
て

市
町
村
合
併
に
伴
う
、
規

約
変
更
で
す
。

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４

８
１
万
５
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
・
歳
出
の
総
額
は
４
０

億
１
千
９
８
１
万
５
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

〈
補
正
に
よ
る
主
な
事
業
〉

・
糸
井
区
、
大
人
御
輿
の
修

理
・
母
子
健
康
車
両
購
入
に
伴

う
全
国
保
健
セ
ン
タ
ー

連
合
会
へ
の
負
担
金

・
教
諭
特
別
配
置
の
た
め
の

指
導
書
の
購
入

・
貝
野
瀬
上
区
ち
び
っ
子
広

場
の
遊
具
の
整
備

貝
野
瀬
子
ど
も
広
場
の

補
助
金
７
９
万
８
千
円
は
、

地
元
負
担
30
パ
ー
セ
ン
ト
で

い
く
と
事
業
費
に
対
し
補
助

金
の
額
が
少
な
い
の
で
は
。

補
助
率
は

70
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
。
シ
ー
ソ
ー
の
設
置
は

危
険
と
い
う
こ
と
で
除
き
、

フ
ェ
ン
ス
に
つ
い
て
は
補
助

対
象
外
と
な
っ
て
い
る
た
め

で
す
。子

ど
も
広
場
の
行
政
区

負
担
に
つ
い
て
、
村
直
営
の

子
ど
も
広
場
と
同
じ
よ
う

に
、
村
が
責
任
を
持
っ
て
経

費
負
担
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

前
例
も
あ

り
、
総
合
的
に
判
断
し
て
決

定
さ
れ
提
案
し
て
い
る
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

平
成
16
年
度
老
人
保
健
事

業
特
別
会
計
の
精
算
に
伴

い
、
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
千
３
２
万
９
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
は
８
億
３
千

２
１
６
万
９
千
円
と
な
り
ま

し
た
。
支
払
基
金
へ
の
償
還

と
、
一
般
会
計
へ
の
繰
出
し

を
３
千
２
６
万
２
千
円
に
す

る
も
の
で
、
お
も
に
前
年
度

繰
越
金
の
２
千
５
９
０
万
円

が
充
当
さ
れ
ま
す
。

上
中
野
地
区
に
計
画
さ
れ

て
い
る
大
規
模
養
鶏
場
の
開

発
に
つ
い
て
は
、
国
有
林
を

採
草
地
と
し
て
払
い
下
げ
た

土
地
で
あ
り
、
今
後
も
採
草

地
と
し
て
の
活
用
が
望
ま
し

く
、
地
元
住
民
か
ら
の
反
対

も
強
く
で
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、議
会
と
し
て
も
、

環
境
へ
の
影
響
と
耕
作
地
の

保
全
に
悪
影
響
が
出
る
こ
と

へ
の
懸
念
か
ら
、「
同
養
鶏

場
開
発
絶
対
反
対
の
決
議
」

を
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し

た
。

群
馬
県
市
町
村
会
館
管
理

組
合
に
関
す
る
協
議
に
つ

い
て

（
全
員
賛
成
）

同
組
合
の
組
織
団
体
の
市

町
村
合
併
に
伴
い
、
規
約
の

変
更
が
生
じ
た
た
め
、
専
決

処
分
し
た
も
の
で
す
。

群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
の
規
約
変
更
に
関
す

る
協
議
　
（
全
員
賛
成
）

同
地
区
の
区
画
整
理
工
事

及
び
畑
地
灌
漑
管
路
布
設
替

工
事
の
繰
越
明
許
費
計
算
書

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

農
地
等
高
度
利
用
促
進
事

業
（
追
分
地
区
）

補
正
予
算

報
　
告

昭
和
村
公
平
委
員
会
委
員

の
加
藤
廣
久
氏
が
平
成
17
年

６
月
10
日
任
期
満
了
と
な
る

こ
と
か
ら
再
選
・
再
任
さ
れ

ま
し
た
。

加
藤
氏
は
村
農
業
委
員
・

村
議
会
議
員
等
歴
任
し
、
平

成
13
年
６
月
か
ら
同
委
員
と

し
て
尽
力
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

公
平
委
員
会
委
員
に

加
藤
廣
久
氏
再
任

人
事
・
そ
の
他

一
般
会
計

特
別
会
計

（
全
員
賛
成
）

教
育
次
長A

Ｑ

村
　
長A

Ｑ

老
人
保
健
事
業

特
別
会
計

（
全
員
賛
成
）

上
中
野
地
区
採
草
地
内
大
規
模
養
鶏
場
開
発
絶

対
反
対
の
決
議
に
つ
い
て
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

議

員

発

議

議

員

発

議

議

員

発

議

議

員

発

議

議

員

発

議

議

員

発

議

議

員

発

議

議

員

発

議

議

員

発

議

議

員

発

議

議

員

発

議

議

員

発

議

議

員

発

議

議

員

発

議

議

員

発

議

議

員

発

議

議

員

発

議

主
な
質
疑

―
平
成
17
年
度
―

▲養鶏場開発が計画されている採草地



６
月
８
日
、
役
場
会
議
室

に
お
い
て
開
催
。委
員
全
員
、

説
明
者
と
し
て
村
長
、
関
係

課
長
、
係
長
が
出
席
し
、
現

地
精
査
の
後
、
審
査
を
行
い

ま
し
た
。
付
託
さ
れ
た
案
件

は
５
件
で
、「
永
井
住
民
セ

ン
タ
ー
外
壁
等
の
改
修
工
事

に
お
け
る
改
修
費
助
成
の
お

願
い
」
に
つ
い
て
で
は
、
審

議
の
結
果
、
全
会
一
致
で
採

択
。「
上
中
野
地
区
・
採
草

地
内
へ
の
大
規
模
養
鶏
場
施

設
の
開
発
に
つ
い
て
絶
対
反

対
を
求
め
る
陳
情
書
」に
は
、

地
元
地
区
１
７
１
世
帯
か
ら

反
対
署
名
が
出
さ
れ
、地
元
、

議
会
、
村
当
局
が
同
じ
考
え

で
あ
る
こ
と
か
ら
開
発
反
対

の
決
議
を
行
い
、
反
対
し
て

い
く
こ
と
を
全
会
一
致
で
採

択
と
い
た
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
吹
張
地
区
の
消

火
栓
設
置
及
び
口
径
拡
大
の

た
め
の
布
設
替
の
件
、
現
在

40
ミ
リ
布
設
を
65
ミ
リ
に
替

え
て
欲
し
い
と
の
陳
情
の
件

は
、
近
く
に
本
管
が
来
て
い

な
い
の
で
、
す
ぐ
に
と
い
う

わ
け
に
い
か
な
い
が
、
将
来

的
に
は
口
径
が
変
わ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
判
断
し
、
全

会
一
致
で
採
択
。
消
防
団
第

９
分
団
詰
め
所
及
び
車
庫
建

設
に
つ
い
て
の
陳
情
で
は
、

今
後
財
政
を
見
な
が
ら
村
全

体
の
詰
め
所
を
逐
次
改
築
を

進
め
た
い
と
当
局
が
考
え
を

示
し
た
の
で
、
全
会
一
致
で

採
択
し
ま
し
た
。
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総
務
常
任
委
員
会

常任委員会のうごき

▲消防団第９分団詰め所

▲永井住民センター

６
月
９
日
委
員
全
員
、
議

長
、
村
長
、
教
育
長
、
関
係

課
長
、
係
長
出
席
の
も
と
、

委
員
会
所
管
の
施
設
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

社
会
体
育
館
、
総
合
運
動

公
園
、多
目
的
屋
内
運
動
場
、

文
化
財
収
蔵
庫
、
給
食
セ
ン

タ
ー
、
第
一
保
育
園
、
第
二

保
育
園
、
子
育
保
育
園
及
び

同
建
設
予
定
地
を
調
査
し
ま

し
た
。

第
一
・
第
二
保
育
園
は
、

ゆ
と
り
の
あ
る
園
舎
で
あ

り
、
子
育
保
育
園
と
の
格
差

が
目
立
ち
ま
し
た
。
特
に
第

一
保
育
園
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
こ
の
日
、
10
組

の
若
い
親
子
が
利
用
し
て
お

り
、
笑
顔
で
話
し
合
っ
て
い

る
の
を
見
て
素
晴
ら
し
い
施

設
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

子
育
保
育
園
に
つ
い
て
も
、

建
設
認
可
が
国
か
ら
お
り

て
、
一
日
も
早
い
完
成
が
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

文
化
財
収
蔵
庫
に
は
、
多

く
の
文
化
財
が
あ
る
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
は
展

示
場
を
つ
く
り
多
く
の
人
に

見
て
い
た
だ
く
の
が
良
い
と

思
い
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
村

で
採
れ
た
野
菜
を
使
い
、
子

供
た
ち
に
安
全
で
お
い
し
い

給
食
提
供
が
で
き
る
よ
う
地

民
生
文
教
常
任
委
員
会



今
定
例
会
で
は
、
当
委
員

会
へ
の
請
願
・
陳
情
等
の
付

託
案
件
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、
委
員
会
独
自
の
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

昨
年
、
小
寺
知
事
を
迎
え

て
群
馬
県
植
樹
祭
の
会
場
と

な
っ
た
「
千
年
の
森
」
も
、

今
冬
の
厳
し
い
寒
さ
に
耐
え

ら
れ
ず
枯
死
し
た
木
が
数
本

あ
り
ま
し
た
が
、
大
多
数
の

木
は
活
着
し
て
お
り
、今
後
、

村
民
憩
い
の
森
へ
と
年
輪
と

共
に
成
長
し
て
い
く
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
の
森
山
荘
に

隣
接
し
た
土
地
に
、
本
年
よ

り
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
を
整

備
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
多

く
の
方
に
家
庭
菜
園
を
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
百
区
画
用

意
し
、
広
く
募
集
を
行
っ
て

い
ま
す
。
１
区
画
の
面
積
は

約
50
平
方
メ
ー
ト
ル
、
年
間

使
用
料
は
３
千
円
で
、
園
内

に
は
手
作
り
の
あ
ず
ま
や
も

で
き
ま
し
た
。

次
に
、村
道
関
係
で
す
が
、

ビ
ニ
ー
ル
、
ポ
リ
マ
ル
チ
等

が
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
掛
け
て

あ
る
の
が
目
立
ち
ま
す
。
風

等
に
よ
り
飛
散
し
、
場
合
に

よ
っ
て
は
側
溝
に
詰
ま
り
土

砂
災
害
を
招
く
な
ど
、
思
わ

ぬ
災
害
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
自
己
責
任
に
お

い
て
各
人
が
適
正
に
処
理
し

て
い
た
だ
き
た
い
旨
、
建
設

課
並
び
に
議
会
と
し
て
も
お

願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

5 しょうわ議会だより（34号）
▲横断溝につまったビニール等

▲ふれあい農園

産
業
建
設
常
任
委
員
会

▲子育て支援センターで遊ぶ親子

て
い
く
よ
う
望
む
も
の
で

す
。

産
地
消
を
目
指
し
て
努
力
し

て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
進
め

▲給食を試食しました
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国
保
会
計
は
３
年
計
画
で

健
全
な
運
営
と
な
る
よ
う
進

め
て
き
て
お
り
、
今
年
は
３

年
目
。
保
険
税
率
を
改
定
し

値
上
げ
と
な
る
予
定
で
し
た

平
成
元
年
よ
り
生
越
・
貝

野
瀬
地
内
で
進
め
ら
れ
て
き

た(

株)

昭
和
リ
ゾ
ー
ト
に
よ

る
ゴ
ル
フ
場
開
発
計
画
は
、

16
年
度
を
も
っ
て
事
業
撤
退

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
運
営
に
よ

る
サ
ッ
カ
ー
場
「
千
年
の
森

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
Ｊ
･

ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
」
建
設
計
画
に

つ
い
て
、
議
会
全
員
協
議
会

に
計
画
図
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
人
工
芝
２
面
、
天
然
芝

１
面
の
サ
ッ
カ
ー
場
に
、
ナ

イ
タ
ー
照
明
や
２
０
０
人
収

容
の
古
民
家
を
再
利
用
し
た

宿
泊
施
設
も
整
備
さ
れ
、
来

年
４
月
着
工
、
秋
に
は
完
成

す
る
予
定
で
す
。
申
請
中
で

あ
る
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の

補
助
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
も
、
規
模
を
縮
小
し
て
建

設
す
る
と
の
こ
と
。村
で
は
、

お
よ
そ
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
村

有
地
を
年
間
お
よ
そ
１
０
０

万
円
で
賃
貸
し
ま
す
。

い
、（
株
）
昭
和
リ
ゾ
ー
ト

か
ら
、
ゴ
ル
フ
場
予
定
地
内

の
所
有
地
等
を
村
に
寄
付
し

た
い
旨
の
申
し
出
が
あ
り
、

村
で
は
受
納
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

６
月
７
日

議
会
全
員
協
議
会
か
ら

国
民
健
康
保
険
税

現
状
の
税
率
を
維
持

ゴ
ル
フ
場
予
定
地
内
の
所
有
地
を
村
に

昭
和
リ
ゾ
ー
ト
開
発

が
、
16
年
度
で
黒
字
が
見
込

め
た
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は

昨
年
と
同
じ
税
率
で
あ
る
と

の
説
明
が
当
局
よ
り
あ
り
ま

し
た
。

園
舎
改
築
に
伴
う
国
へ
の

交
付
金
申
請
に
あ
た
り
、
厚

生
労
働
省
よ
り
「
必
ず
し
も

定
員
増
で
の
申
請
が
有
利
な

わ
け
で
は
な
い
。
ポ
イ
ン
ト

制
で
ポ
イ
ン
ト
の
高
い
と
こ

ろ
か
ら
採
択
に
な
る
。」
と

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
採
択
さ
れ
る
か
、

次
年
度
に
再
申
請
と
な
る
か

心
配
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
に
横
浜
市
を
訪
問
、

同
市
総
務
局
長
と
面
談
後
、

危
機
対
策
室
長
、
同
危
機
管

理
課
長
、
同
緊
急
対
策
課
長

出
席
の
も
と
、
協
定
書
の
内

容
及
び
調
印
の
時
期
に
つ
い

て
事
務
レ
ベ
ル
で
の
協
議
が

な
さ
れ
た
こ
と
が
当
局
よ
り

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
横
浜
市

と
し
て
国
内
の
自
治
体
と
防

区
長
制
を
と
っ
て
い
る
区

と
、
地
区
会
長
制
を
と
っ
て

い
る
区
（
永
井
・
入
原
・
川

額
・
橡
久
保
・
赤
城
原
）
が
あ

り
、
区
長
報
酬
の
ほ
か
に
地

区
会
長
報
酬
も
支
払
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
不
公
平
感
が

生
じ
て
お
り
、
各
区
の
事
情

も
様
々
な
た
め
、
協
議
会
の

中
で
も
激
し
い
意
見
交
換
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
公
平
性
を

保
つ
こ
と
を
第
一
に
考
え
、

村
で
は
地
区
会
長
報
酬
を
廃

止
し
て
区
長
報
酬
と
し
て
一

律
で
支
払
う
こ
と
、９
月
議

会
で
条
例
改
正
案
が
提
案
さ

れ
、
来
年
４
月
１
日
か
ら
実

施
す
る
方
針
と
な
り
ま
す
。

災
協
定
を
結
ぶ
の
は
初
め
て

と
の
こ
と
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
確
保
、援
助
経
費
負
担
、

受
入
れ
態
勢
の
整
備
等
が
主

な
内
容
で
す
。
７
月
27
日
に

横
浜
市
に
お
い
て
調
印
式
も

予
定
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
な

る
交
流
の
発
展
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

子
育
保
育
園
改
築
計
画

に
つ
い
て

横
浜
市
と
の
防
災
協
定
に
つ
い
て

区
長
報
酬
に
つ
い
て

仮
称
「
千
年
の
森
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

Ｊ
・
ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
」

進
捗
状
況

６
月
24
日
、
国
か
ら
正
式

に
交
付
金
採
択
内
示
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
７
月
７
日
の
臨

時
議
会
で
補
正
予
算
が
可
決

さ
れ
、
子
育
保
育
園
園
舎
改

築
に
向
け
て
本
格
的
に
事
業

が
進
め
ら
れ
ま
す
。

交
付
金
決
ま
る
Z

臨
時
議
会
開
催

５
月
28
日
・
29
日
に
関
屋

工
業
団
地
で
行
わ
れ
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
５
　
４
６

０
人
も
の
バ
イ
ク
仲
間
が
集

ま
り
、
経
済
効
果
が
あ
っ
た

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

農
産
物
の
販
売
や
工
業
団
地

の
売
り
込
み
、
村
の
知
名
度

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
良
い
機

会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
・
Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｋ
・

Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
に
つ
い
て

キ
　
ッ
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
　
ッ
　
ク

ジ
ェ
イ

ウ

ィ

ン

グ

ス

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

’
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５
月
20
日
（
金
）

県民スポーツ祭オープニング
大会参加

関
屋
工
業
団
地
内
（
公
園

予
定
地
）
に
お
い
て
村
づ
く

り
協
力
委
員
会
の
皆
さ
ん
の

働
き
か
け
に
よ
り
、
コ
ス
モ

ス
の
種
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。

梅
雨
の
中
休
み
と
な
っ
た

こ
の
日
、
県
の
後
藤
出
納
長

を
招
い
て
の
種
ま
き
に
は
、

保
育
園
児
、
保
護
者
、
農
業

研
修
生
、
村
長
、
議
員
、
農

業
委
員
、
役
場
職
員
等
、
総

勢
４
５
０
名
が
参
加
。
園
児

た
ち
の
歓
迎
の
言
葉
に
優
し

く
微
笑
ま
れ
た
出
納
長
は
、

「
コ
ス
モ
ス
は
水
が
少
な
い

所
で
も
元
気
に
育
ち
、
き
れ

い
な
花
を
咲
か
せ
る
、
私
の

好
き
な
花
の
一
つ
で
す
」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ス
モ
ス
の
種
を
ま
こ
う

村
当
局
、
議
会
産
業
建
設

常
任
委
員
会
に
よ
る
、
春
の

道
路
愛
護
巡
視
が
行
わ
れ
、

村
内
各
地
区
の
道
路
現
況
を

実
視
し
、
検
討
が
さ
れ
ま
し

た
。 道

路
愛
護
巡
視

５
月
23
日
（
月
）

第
32
回
昭
和
村
敬
老
会
が

昭
和
村
公
民
館
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
４
２
５
名
の
方

が
参
加
さ
れ
る
中
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
婚
４
組
、金
婚
21
組
、

傘
寿
89
名
の
合
わ
せ
て
１
３

９
名
の
長
寿
を
祝
い
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
村
内
園
児
に
よ
る
大
合

唱
が
と
て
も
人
気
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
に

気
を
付
け
、
ご
活
躍
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

敬
　
老
　
会

そ
の
他
の
う
ご
き

千
年
の
森
に
サ
ッ
カ
ー
場

建
設
計
画
が
も
ち
上
が
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、４
月
14
日
、

新
潟
県
に
あ
る
新
潟
聖
籠
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
ア
ル
ビ

レ
ッ
ジ
及
び
聖
籠
町
を
を
視

察
し
ま
し
た
。天
然
芝
４
面
、

人
工
芝
２
面
（
う
ち
１
面
は

４
０
０
メ
ー
ト
ル
ト
ラ
ッ
ク

も
併
用
）
の
サ
ッ
カ
ー
場
の

ほ
か
、
屋
根
付
き
フ
ッ
ト
サ

ル
ピ
ッ
チ
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

な
ど
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
管
理
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
リ
ー

グ
・
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

の
練
習
場
と
し
て
も
利
用
さ

れ
て
お
り
、
町
民
も
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
町
で
は
旧
中
学
校
を
利

用
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
選
手
育

成
の
た
め
の
専
門
学
校
を
開

校
す
る
な
ど
、
施
設
再
利
用

の
ア
イ
デ
ア
に
も
驚
き
ま
し

た
。

４
月
14
日

サ
ッ
カ
ー
場
を
　
　

視
察

５月29日（土）

レタスを掲げて入場行進。野菜王国をアピール

しました。

７
月
２
日
（
土
）

▲昭和村選手団入場Z

▲後藤出納長と一緒に種まき

工
事
は
６
月
末
で
完
成
、

８
月
１
日
開
所
予
定
で
す
。

菜
の
花
館
を
運
営
す
る

「
な
ご
み
の
杜
」
理
事
に
加

藤
春
夫
さ
ん
と
後
藤
忠
彦
さ

ん
が
選
任
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
本
村
か
ら
正
職
員
・
準

職
員
合
わ
せ
て
７
名
が
採
用

さ
れ
ま
す
。
運
営
に
あ
た
り

「
食
材
は
村
の
も
の
を
使
っ

て
ほ
し
い
」
と
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
菜
の
花
館
」
完
成
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一般質問
ここが聞きた

い

総合福祉センター受託運営事業のあり方について
Ｑ
平成12年11月６日に実施された「昭和村総合福
祉センターアンケート調査」結果について、なぜ
村民に報告しなかったのか。福祉センターを、指
定管理者制度に移行する前に、人・物・金を村に
依存しない基本的な体質改善を図り、独立会計で
きるような経営組織にすることが急務であると思
うが、村長の勇気ある決断を求める。

指定管理者制度に移行す
るにあたっては、相手方と
充分協議をし、福祉センタ
ーの運営が円滑に運営され、
住民に親しまれる福祉セン
ターとなるよう努力して参
りたいと思っております。

村　　長

A

Ｑ
福祉センターのここ３年間の独立会計を見た時、カラオケ代金は協議会収入
とするそうですが、平成１４年度マイナス624万円、15年度マイナス670万円、
16年度マイナス635万円、合計マイナス1929万円となっています。高齢化に
伴って国保、介護保険の負担は益々重くのしかかってきます。この現実を村民
にはっきりと伝え、受益者負担の原則をお願いするのか、村から職員の派遣等
をやめ、人件費の最大限の圧縮を図って思いきった計画を断行するのか。また、
温泉センターにするのか。

３カ年を通じての赤字
ということの中で、指定
管理者制度に移行できる
のがいいかなという基本
的な考えがございます。
早くに条例改正をしたと
ころでございます。

村　　長

A

�橋幸一郎議員

イーグルポイント市との姉妹都市交流の締結について
Ｑ
アメリカ視察研修において、村長の熱意
により「姉妹都市の交流締結」へ大きく前
進したことは、昭和村の歴史史上大きな成
果といえます。「昭和村こんにちはクラブ」
を設立し、本村においても家庭の事情で交
流事業に参加出来ない子供さんを支援した
り、自分で働く事の大切さを教えることが
必要であると考えます。「姉妹都市交流締
結」に向け、村長の決意の程を今後のスケ
ジュールをふまえお聞かせください。

両村市との間に積極的な人的交流が図られ、互いの生活文
化を理解し、直接風土や風習に触れることを通して、年々友
好の輪が広がっております。「昭和村こんにちはクラブ」の設
置については、前向きに考えていきたいと思っています。ま
た、姉妹都市の件については、締結に向けて努力をしていき
たいと思っておりますが、実施市町村等の内容を調査し、８
月に12名の中学生がイーグルポイントへ行きますので、その
時の団長さんに、文書であらためて正式なお願いをしたいと
思っております。

村　　長

A

Ｑ
今までの交流事業をふまえ、今後
のあり方について教育長の考えは。

素晴らしい土壌の国なので今後も続けていきたい。多面的なつ
ながりを持っていただければ子どもたちの交流も一段と深まるか
と期待いたします。

教 育 長

A

Ｑ
昭和村でも、「地産地消」を進めるために、
若い職員等により、「生き生きプロジェクト
チーム」を立ち上げ、企画・財政・産業を
勘案しつつ、自由に活力と実行性のある計
画をつくる事が大切であると考えるが、村
長の活性化に対する明確な答弁を求める。

本村の農業を維持・発展させるためには、経営体農家の
育成、差別力を持った品種・作目開発、支援制度の整備、
消費者の安心・安全性重視志向に応えた環境保全型農業の
導入、生産者と消費者が直結した地産地消事業や観光農業
の推進等、若い職員等による横断的なプロジェクトチーム
の新設も視野に入れ、将来を見据えた新たな農業振興施策
の検討が急務であると考えております。

村　　長

A

地産地消の促進を図るために

Ｑ
昭和村の地産地消の促進を図るために第４次総合計画を土台として、
村行政と村民が一体となって意識レベルを高め、野菜王国に恥じない風
土にしなければならないと考えるが村長の前向きな答弁を求めます。

地産地消の関係のレベルを上げ
るべく、行政としましても努力を
して参りたいと思っております。

村　　長

A
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一般質問

林　幸司議員

村社協を指定管理者として随意契約を

対象施設は26で、福祉センター･学童･旬菜館等々が検討対象。公募･入札･随意契約
等も含め検討します。ある程度は考えていますが、いい方向を見つけたい。

村　　長

A

公共施設の外部委託が廃止され、直営か指定管理者かの選択が迫られ、「昭和の森」
はグリーンスコーレを指定。昭和の湯とデイサービス、学童等については、公募･入
札方式ではなく、いままでどおり村社協を指定するよう求めます。

Ｑ

新行革｢集中改革プラン｣への対応は

事務･事業見直し、民間委託、職員･給与の適正化、経費節減などの目標を数値化します。昨年、課再編や手
当の見直しを行い、職員も採用を控えるなど努力しています。今後、県大綱等を参考に、策定に取組みます。
委員会については熟慮中であり、早急に決めます。

村　　長

A

国は、新行革大綱･集中改革プランの策定と公表を求めています。その意図が、自治体リストラに続く交付税
削減の受け皿づくりとしての職員や住民サービスのリストラにあり、政府が地方分権を踏みにじるものです。
いままでの行革では、大河原小及び保育園の統廃合、給食民営化などが打ち出されましたが住民の反対でご
破産となりました。職員･住民の意向を尊重して策定するよう求めます。

Ｑ

農業研修生受入事業と歴史認識について

研修生も60戸で118人となり、本村農業の発展に必要不可欠な事業として、更に定着･発展することを願って
います。
歴史認識の問題は、常に正反対の考え方が有ると思っていますので、村民の皆さんが、現在をいかに安心･安
全、また、豊かさを感じられる村づくりへ、鋭意努力していきます。

村　　長

A

今日、憲法９条改悪の企てと、ネオナチの精神にも匹敵する靖国神社への参拝を続けることは、ふたたび戦
争への道です。憲法９条を守り、正しい歴史認識に基づく侵略戦争への反省こそが、戦争犠牲者に対する真の
追悼であり、研修生受入事業の継続と中国をはじめ世界との友好関係を築く確かな道であると考えます。

Ｑ

中学校歴史教科書について

「つくる会」教科書は、太平洋戦争は侵略ではなく、独立に役立ったかのように読みとれることから、厳しい
批判の基となっているものと考えます。
自分の置かれた立場の中で、最適な教科書が選ばれるよう最大限努力して参ります。

〈訂正とお詫び〉議会だより33号林幸司議員の一般質問⑤⑥の答弁は、「村長」とありましたが「教育長」の誤
りでした。訂正してお詫び申し上げます。

教 育 長

A

「新しい歴史教科書をつくる会」の教科書が、アジア諸国から厳しい批判を受けています。それは、日本の
戦争を「自存自衛とアジア解放」が目的で「正しい戦争だった」として、侵略･植民地支配への無反省と美化を
教育に持ち込むねらいが貫かれています。
昭和中で採用されれば、研修生受入れにも多大な影響を及ぼします。国際的な批判を受けないよう努力して
いただきたい。

Ｑ
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議
会
が
海
外
交
流
事
業
の
中
学
生
派
遣
先
の
オ
レ
ゴ
ン
州

イ
ー
グ
ル
ポ
イ
ン
ト
を
表
敬
訪
問

議
会
は
、
５
月
10
日
か
ら
16

日
ま
で
の
７
日
間
の
日
程
で
、

懸
案
だ
っ
た
昭
和
村
と
の
国
際

交
流
事
業
の
相
手
先
で
あ
る
オ

レ
ゴ
ン
州
イ
ー
グ
ル
ポ
イ
ン
ト

市
を
、
加
藤
村
長
も
同
行
し
て

初
め
て
訪
問
し
交
流
を
深
め
て

き
ま
し
た
。

８
年
目
を
迎
え
る
同
市
と
の

交
流
事
業
で
す
が
、
村
教
育
委

員
会
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
８

万
円
の
補
助
金
を
い
た
だ
い
て

表
敬
訪
問
が
実
現
し
た
も
の
で
、

大
変
有
意
義
な
交
流
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で

は
、
大
農
場
で
の
農
産
物
の
生

産
の
様
子
を
つ
ぶ
さ
に
見
聞
し

て
き
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

特
集�

　  

ア
メ
リ
カ
研
修
報
告�
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ジ
ャ
ク
ソ
ン
郡
教
育
委
員
会
表
敬
訪
問

イ
ー
グ
ル
ポ
イ
ン
ト
市
長
と
会
談

５
月
11
日
午
前
９
時
、
イ

ー
グ
ル
ポ
イ
ン
ト
市
内
に
あ

る
ジ
ャ
ク
ソ
ン
郡
教
育
委
員

会
の
オ
フ
ィ
ス
を
訪
ね
、
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
フ
ー
サ
レ
ン
ス

教
育
長
と
会
談
し
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
教
育
の
あ
り

方
、
仕
組
み
に
つ
い
て
詳
し

く
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

教
育
委
員
会
は
一
般
行
政
と

は
一
線
を
画
し
、
独
自
の
権

限
を
も
っ
て
教
育
に
あ
た
っ

て
い
る
と
の
こ
と
、
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
村
と
の
交
流
事

業
に
つ
い
て
は
、「
異
文
化

に
接
す
る
こ
と
は
大
変
良
い

こ
と
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

強
力
に
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」

と
語
り
、
来
年
は
同
市
か
ら

子
供
た
ち
を
派
遣
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
い
く
こ
と
を
約

束
し
て
く
れ
ま
し
た
。た
だ
、

そ
の
場
合
、
費
用
は
公
費
を

使
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
子
供
た
ち
は
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
て
経
費
を
つ

く
る
と
い
う
説
明
で
、
厳
し

く
子
供
を
し
つ
け
る
ア
メ
リ

カ
の
習
慣
が
そ
こ
に
あ
る
こ

と
を
知
り
、
と
て
も
感
心
し

ま
し
た
。

更
に
、
質
問
に
は
快
く
答

え
て
く
れ
、教
育
長
の
権
限
、

現
場
で
の
問
題
は
も
ち
ろ

ん
、
愛
国
精
神
や
軍
隊
・
戦

争
に
つ
い
て
も
幅
広
い
考
え

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
有
意

義
な
会
談
と
な
り
ま
し
た
。

同
日
、
10
時
30
分
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
に
レ

オ
ン
・
シ
ャ
ー
マ
ン
市
長
を

表
敬
訪
問
し
、
親
し
く
会
談

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
元
警
察
署
長
だ
っ
た
市

長
は
、
昭
和
村
と
の
交
流
事

業
を
通
じ
て
訪
問
す
る
こ
と

が
で
き
た
私
達
に
歓
迎
の
あ

い
さ
つ
を
さ
れ
、
気
さ
く
に

話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

イ
ー
グ
ル
ポ
イ
ン
ト
は
、

人
口
約
７
千
５
０
０
人
、
市

職
員
数
25
名
で
市
長
も
７
人

の
議
員
の
一
人
と
し
て
、
主

に
夜
間
開
か
れ
る
議
会
に
臨

む
と
の
こ
と
で
す
。
市
長
及

び
議
員
の
報
酬
は
ゼ
ロ
と
い

う
こ
と
に
は
、
我
が
国
と
の

自
治
組
織
の
違
い
が
大
き
い

こ
と
を
知
り
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
市
行
政
は
、
約
22

億
円
で
執
行
さ
れ
、
ゴ
ミ
は

有
料
で
民
間
が
行
い
、
生
活

保
護
者
へ
の
フ
ー
ド
カ
ー
ド

（
食
糧
購
入
券
）
の
発
行
、

ポ
イ
捨
て
は
５
０
０
ド
ル
の

罰
金
等
々
、
興
味
深
い
施
策

に
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。大

自
然
の
中
に
あ
っ
て
、

人
々
が
優
し
く
、
親
し
み
に

あ
ふ
れ
て
い
る
オ
レ
ゴ
ン
の

美
し
い
町
と
い
う
印
象
を
強

く
持
ち
ま
し
た
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ー
サ
レ
ン
ス
教
育
長
と
会
談

▲

シ
ャ
ー
マ
ン
市
長
（
中
央
左
）
と
ハ
ー
ス
ル
助
役
（
中
央
右
）

▲
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ホ
ワ
イ
ト
マ
ウ
ン
テ
ン
校
で

中
学
生
と
交
流

昭
和
村
を
訪
れ
た
こ
と
の

あ
る
デ
ニ
ス
元
校
長
の
い
た

ホ
ワ
イ
ト
マ
ウ
ン
テ
ン
校
の

「
こ
ん
に
ち
は
ク
ラ
ブ
」
の

生
徒
と
の
交
流
を
行
い
、
中

学
校
を
見
学
す
る
こ
と
が
で

私
た
ち
が
行
く
日
程
に
合

わ
せ
て
教
育
委
員
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。そ
の
会
場
に
は
、

傍
聴
す
る
た
め
に
集
ま
っ
た

人
々
が
40
〜
50
人
位
は
い
た

と
思
い
ま
す
。
教
育
委
員
長

よ
り
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
う

け
、
続
い
て
加
藤
村
長
が
あ

い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
会
場

は
歓
迎
の
拍
手
で
一
杯
で
し

た
。こ

の
光
景
を
見
て
、
民
主

主
義
で
は
常
に
自
分
た
ち
が

参
加
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
ん
だ
、
委
員
と
傍
聴

人
の
双
方
で
意
見
の
交
換
を

し
な
が
ら
物
事
を
決
め
る
と

い
う
大
変
貴
重
な
体
験
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
、
議
会
も
村
民
の

皆
さ
ん
が
毎
定
例
会
ご
と
に

議
会
を
傍
聴
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
開
か
れ
た
議
会
に

し
て
い
き
た
い
と
強
く
感
じ

ま
し
た
。

き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
教

師
・
保
護
者
・
生
徒
の
大
勢

の
出
迎
え
を
受
け
、
生
徒
と

二
人
一
組
に
な
っ
て
校
内
を

案
内
し
て
も
ら
い
、
慣
れ
な

い
英
会
話
に
四
苦
八
苦
し
な

が
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
生
徒
手
作
り
の
ク
ッ
キ

ー
や
手
作
り
の
茶
わ
ん
で
お

茶
を
い
た
だ
き
、
そ
の
あ
た

た
か
い
接
待
に
気
持
ち
が
和

ん
だ
素
晴
ら
し
い
交
流
が
で

き
ま
し
た
。

今
年
の
夏
も
、
本
村
か
ら

12
名
の
中
学
生
が
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
オ
レ
ゴ
ン
の
青
空

と
自
然
を
大
切
に
す
る
心
、

ま
た
、
イ
ー
グ
ル
ポ
イ
ン
ト

市
の
人
々
の
温
か
い
心
を
感

じ
取
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

今
回
の
イ
ー
グ
ル
ポ
イ
ン

ト
表
敬
訪
問
を
通
じ
て
、
本

村
と
の
国
際
交
流
事
業
が
今

後
も
続
く
こ
と
と
、
姉
妹
都

市
交
流
へ
と
発
展
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
大
変
意
義
あ
る

視
察
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
よ
り
歓
迎
を
う
け
る

元
昭
和
村
Ａ
Ｅ
Ｔ
ジ
ョ
ン
・
ペ
イ
ン
氏
の
お
母
さ
ん
（
左
）
と
デ
ニ
ス
夫
妻

▲
▲慣れない英会話に四苦八苦

▲こんにちはクラブの生徒と交流
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カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
巨
大
農
場
を
視
察

５
月
12
日
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
か
ら
バ
ス
で
約
２
時

間
半
、
広
大
な
農
地
が
続
く

サ
リ
ナ
ス
の
、
谷
村
ア
ン
ト

ル
農
場
の
レ
タ
ス
畑
を
視
察

し
ま
し
た
。
遠
く
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
ま
で
大
陸
横
断
輸
送
す

る
大
き
な
ト
レ
ー
ラ
ー
が
出

入
り
し
、
ト
ラ
ク
タ
ー
が
ず

ら
り
と
並
ぶ
農
場
一
帯
は
、

さ
な
が
ら
野
菜
工
場
の
あ
る

ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
思

わ
せ
る
。
こ
の
農
場
で
は
３

０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
耕
作
し

て
お
り
、
大
型
の
収
穫
作
業

機
に
は
、
た
く
さ
ん
の
ダ
ン

ボ
ー
ル
箱
が
積
ま
れ
、
レ
タ

ス
を
切
る
人
、
袋
に
詰
め
る

人
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
詰
め

る
人
、
35
人
程
の
作
業
員
が

３
人
１
組
で
作
業
し
て
い
ま

し
た
。
リ
ー
ダ
ー
の
合
図
の

も
と
で
流
れ
作
業
的
に
行

い
、
１
日
に
１
千
８
０
０
箱

を
収
穫
し
て
い
る
と
い
う
、

ま
さ
に
ア
メ
リ
カ
的
農
業
そ

の
も
の
で
し
た
。
肥
料
・
薬

剤
散
布
は
別
会
社
に
委
託
し

て
お
り
、
衛
星
通
信
を
利
用

し
た
耕
作
方
法
は
超
近
代
的

農
業
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
６

０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
う

ね
は
、
真
っ
直
ぐ
に
た
て
ら

れ
て
い
て
壮
観
で
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
も
核
家
族
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
影

響
か
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
立
ち
寄
っ
た
と
こ
ろ
、

レ
タ
ス
や
キ
ャ
ベ
ツ
、
ニ
ン

ジ
ン
、
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
野
菜

が
丸
ご
と
売
ら
れ
て
い
る
売

り
場
面
積
は
少
な
く
、
カ
ッ

ト
野
菜
が
多
く
を
占
め
て
い

ま
し
た
。
袋
や
カ
ッ
プ
の
蓋

を
開
け
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を

か
け
れ
ば
す
ぐ
に
食
べ
ら
れ

る
、
量
的
に
も
１
食
分
で
、

便
利
さ
が
う
け
て
こ
の
商
品

が
非
常
な
勢
い
で
伸
び
て
い

る
産
業
だ
と
聞
き
ま
し
た
。

ス
イ
カ
や
梨
、
り
ん
ご
等
の

果
物
も
同
様
で
し
た
。
日
本

も
今
後
、
こ
の
よ
う
な
便
利

さ
を
重
視
し
た
販
売
形
式
に

変
わ
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
と

予
測
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
本
村
で
の
農
業
形

態
を
考
え
ま
す
と
、
生
産
態

勢
の
確
立
に
向
け
て
の
努
力

を
個
々
の
農
家
で
や
っ
て
き

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
農

協
が
中
心
に
な
っ
て
、
付
加

価
値
を
付
け
た
加
工
品
を
そ

れ
ぞ
れ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
流

し
て
い
き
、
農
家
の
経
営
の

安
定
が
図
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。

世
界
経
済
を
牽
引
し
て
い

る
ア
メ
リ
カ
。
そ
こ
で
行
わ

れ
て
い
る
農
業
を
見
聞
し

て
、
食
の
安
全
、
そ
し
て
、

消
費
者
の
望
む
農
業
へ
と
常

に
進
化
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

で
も
最
後
は
〝
自
然
〞
と
一

緒
に
歩
ん
で
い
く
の
だ
と
も

感
じ
ま
し
た
。

▲レタスの収穫作業

▲スーパーマーケットに並ぶカット野菜

▲大型トレーラーがずらりZサリナスからニューヨークへ
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自　平成17年３月７日　　至　平成17年５月30日

受　理
年月日

件　　　　　　　名
陳情者の
住所・氏名

紹介議員
氏　　名

付　託
委員会

審議結果
受理
番号

H17. 3 . 799 介護保険制度の見直しに対する陳情書
群馬県社会保障推進協議会

会　長　　野上　恭道
配布のみ

H17. 3 .28100
農村女性の農業委員登用に関する要望

書

ぐんま農村女性会議

会　長　　松沢　幸代
配布のみ

H17. 5 .24101

請願書

永井住民センター外壁等の改修工事に

おける改修費助成のお願い

永井区長　藤井　貞充

外９名
藤井　富夫 総　　務 採　　択

H17. 5 .27102

上中野地区・採草地内への大規模養鶏

場施設の開発について絶対反対を求め

る陳情書

採草地大規模養鶏場開発問

題地元対策協議会

会長　林　一彦　外175名

治田　貞賢

横坂　幸也

林　　幸司

総　　務 採　　択

H17. 5 .27103

陳情書

吹張地区への消火栓設置（新設）及び

口径拡大のための布設替えのお願い

吹張区長　　　豊野　耕司

第７分団分団長 萩原　正人

小野　一男

�橋幸一郎
総　　務 採　　択

H17. 5 .27104 吹張地区内国有地払下に関する陳情書 吹張区長　　　豊野　耕司
小野　一男

�橋幸一郎
総　　務 継　　続

H17. 5 .30105
昭和村消防団第９分団詰め所及び車庫

建設についての陳情書

大河原区長　　原　　　昇

外５名

吉野　藤彦

治田　貞賢
総　　務 採　　択

26日　海外研修打合会議

赤城西麓第２･第３団地記念碑

除幕式

10日～16日　議会アメリカ研修

20日　春の道路愛護巡視

23日　昭和村敬老会

27日　議会全員協議会

29日　群馬県民スポーツ祭オープ

ニング大会

31日　議会運営委員会　

1日　地方分権推進大会

(東京都日本武道館)

2日～3日　議長研修会

(東京都全国町村会館)

5日　利根沼田消防ポンプ操法競技会

小型ポンプ　第２分団準優勝

自動車ポンプ　第４分団３位

7日～14日　６月定例議会

６　月

議会のうごき

5日　第１保育園・第２保育園・子育

保育園入園式

6日　議会広報編集特別委員会

7日　昭和中学校入学式

東小学校・南小学校・大河原小

入学式

14日　議会視察 新潟県聖籠町スポー

ツセンター

18日　議会広報編集特別委員会

22日　村民ゴルフ大会

24日　ふれあいグリーンパーク･芝生

広場使い初式

４　月

５　月
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読者シリーズ

１
９
９
８
年
の
夏
に
私
た

ち
は
ア
メ
リ
カ
・
オ
レ
ゴ
ン

州
の
イ
ー
グ
ル
ポ
イ
ン
ト
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
行
き
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
こ
の

年
か
ら
の
企
画
だ
っ
た
の

で
、
私
た
ち
が
一
期
生
と
い

う
こ
と
で
色
々
な
不
安
も
あ

り
ま
し
た
が
、
イ
ー
グ
ル
ポ

イ
ン
ト
の
方
々
や
教
育
委
員

会
、
役
場
の
方
な
ど
多
く
の

人
の
協
力
の
お
か
げ
で
、
す

ご
く
有
意
義
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
特
に
、
向
こ
う
で

私
た
ち
の
父
と
母
、
兄
弟
の

よ
う
に
接
し
て
い
た
だ
い
た

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
私
の

家
族
の
協
力
が
な
か
っ
た
ら

成
功
は
有
り
得
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、
英
語

の
言
語
力
の
向
上
の
た
め
だ

っ
た
の
で
す
が
、
私
た
ち
は
、

も
っ
と
大
切
な
も
の
を
得
て

く
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
例
え
ば
、
海

外
の
人
と
も
積
極
的
に
話
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
そ
の

後
の
人
生
に
と
て
も
価
値
の

あ
る
も
の
で
し
た
。
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
に
行
っ
て
か
ら
は
、

海
外
の
文
化
や
音
楽
、
映
画

な
ど
に
も
興
味
を
持
つ
よ
う

に
な
り
、
結
果
的
に
広
い
視

野
を
持
つ
こ
と
に
つ
な
が
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

中
学
生
、
15
歳
と
い
う
年

齢
は
、
多
く
の
こ
と
を
吸
収

す
る
に
は
最
高
の
時
期
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
時
期
に
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
と
い
う
も
の
を

通
し
、
ア
メ
リ
カ
の
風
土
を

肌
で
体
感
で
き
た
私
た
ち
は

幸
せ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
機
会
を
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

先
日
、
村
会
議
員
さ
ん
か

ら
、
今
年
度
の
議
会
議
員
の

研
修
視
察
で
昭
和
中
学
校
の

海
外
派
遣
交
流
先
で
あ
る
米

国
オ
レ
ゴ
ン
州
イ
ー
グ
ル
ポ

イ
ン
ト
市
の
表
敬
訪
問
を
し

て
き
た
と
聞
き
ま
し
た
。
話

の
中
で
大
変
良
い
町
と
の
交

流
で
安
心
し
た
と
聞
き
私
も

喜
ん
で
い
る
一
人
で
す
。

顧
み
ま
す
と
８
年
前
、
第

１
回
目
の
海
外
派
遣
で
生
徒

12
名
、
引
率
者
５
名
の
団
長

と
し
て
米
国
へ
行
っ
て
き
ま

し
た
。
派
遣
が
決
ま
る
ま
で

に
４
年
程
か
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
生
徒
の
英
語
力
の
向

上
と
本
場
の
英
語
が
習
え
る

よ
う
教
育
委
員
会
で
会
議
を

重
ね
、
Ａ
Ｅ
Ｔ
と
し
て
米
国

か
ら
ジ
ョ
ン
・
ペ
イ
ン
先
生

を
迎
え
ま
し
た
。
将
来
を
担

う
中
学
生
に
大
き
な
夢
と
希

望
を
と
海
外
派
遣
の
話
が
始

ま
り
、
委
員
会
を
何
回
と
な

く
開
き
、
審
議
し
ま
し
た
。

村
当
局
や
中
学
校
、
ま
た
、

受
け
入
れ
て
く
れ
た
イ
ー
グ

ル
ポ
イ
ン
ト
中
学
校
の
デ
ニ

ス
校
長
先
生
と
の
話
し
合
い

と
、
教
育
長
の
努
力
、
ジ
ョ

ン
・
ペ
イ
ン
先
生
の
協
力
で

決
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
村

当
局
が
経
費
の
３
分
の
２
を

援
助
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な

り
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。
生
徒
の
選
考
は
１

次
・
２
次
選
考
で
12
名
決
ま

っ
た
と
思
い
ま
す
。
平
成
10

年
８
月
５
日
〜
14
日
ま
で
の

10
日
間
イ
ー
グ
ル
ポ
イ
ン
ト

で
の
体
験
学
習
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
が
始
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
の

人
達
の
寛
大
で
豊
か
な
人
間

性
、
そ
し
て
伝
統
や
文
化
に

触
れ
る
事
が
で
き
良
い
勉
強

に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
国
際
化
と
少
子
化
が
進

む
現
在
、
次
代
を
担
う
生
徒

に
と
っ
て
意
義
深
い
も
の
が

あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
教
育
は
人
な
り
」
と
聞
き

ま
す
。
人
間
育
成
を
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

諸
　
田
　
智
　
則

（
永
井
上
　
22
歳
）

さ
ん

海
外
派
遣
に
思
う

ア
メ
リ
カ
・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

吉
　
澤
　
安
太
郎

（
中
野
下
　
61
歳
）

さ
ん

私
達
が
海
外
派
遣
の
第
１

期
生
と
し
て
オ
レ
ゴ
ン
州
イ

ー
グ
ル
ポ
イ
ン
ト
へ
行
っ
て

か
ら
、
も
う
７
年
も
た
ち
ま

し
た
。
久
し
ぶ
り
に
当
時
の

写
真
を
見
返
す
と
、
と
て
も

懐
か
し
く
な
り
心
が
温
か
く

な
り
ま
し
た
。

私
は
海
外
派
遣
の
最
初
の

年
と
い
う
こ
と
で
気
負
い
や

緊
張
ば
か
り
感
じ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
実
際
に
イ
ー
グ

ル
ポ
イ
ン
ト
へ
到
着
す
る
と

ア
メ
リ
カ
な
ら
で
は
の
広
い

土
地
と
き
れ
い
な
景
色
、
そ

し
て
、
そ
れ
に
も
負
け
な
い

広
い
心
を
持
っ
た
デ
ニ
ス
校

長
夫
妻
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

に
出
迎
え
ら
れ
、
ほ
っ
と
し

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

彼
ら
の
お
か
げ
で
伸
び
伸
び

と
楽
し
む
事
が
で
き
ま
し

た
。
今
思
え
ば
、
中
学
生
の

話
す
た
ど
た
ど
し
い
英
語
を

理
解
し
て
く
れ
、
ま
た
、
私

た
ち
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う

に
ゆ
っ
く
り
話
し
て
く
れ
た

り
と
い
う
、
現
地
の
人
の
優

し
さ
と
心
遣
い
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
初
め
て
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
で
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
過
ご
せ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。

私
が
海
外
派
遣
に
よ

っ
て
得
た
こ
と
は
、
優
し
さ

や
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち

は
、
言
葉
が
う
ま
く
通
じ
な

く
て
も
伝
わ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
私
自
身
、
た
く
さ
ん

の
優
し
さ
に
触
れ
、
そ
れ
を

実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

れ
と
同
時
に
、
一
歩
外
へ
出

る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
育

っ
た
昭
和
村
に
対
し
て
興
味

を
持
ち
、
村
の
こ
と
を
も
っ

と
良
く
知
ろ
う
と
思
い
ま
し

た
。
そ
の
海
外
派
遣
事
業
が

ず
っ
と
続
き
、
多
く
の
中
学

生
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
ま
た
、
イ
ー
グ
ル
ポ
イ

ン
ト
と
の
素
晴
ら
し
い
関
係

が
長
く
続
く
よ
う
期
待
し
て

い
ま
す
。

中
学
生
海
外
派
遣

交
流
に
参
加
し
て

茂
　
木
　
洋
　
子

（
中
宿
　
22
歳
）

さ
ん
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７
月
に
入
り
梅
雨
特
有
の

じ
め
じ
め
し
た
天
気
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
中
学
生
の
海

外
派
遣
も
８
回
目
を
迎
え
、

昨
年
ま
で
に
85
名
の
生
徒
が

お
世
話
に
な
り
、
17
年
度
に

お
い
て
も
８
月
上
旬
よ
り
８

泊
10
日
の
日
程
で
女
子
８

名
、
男
子
４
名
の
参
加
が
決

定
し
て
お
り
ま
す
。
若
い
人

が
海
外
を
見
て
視
野
を
広
め

る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と

と
思
い
ま
す
。
イ
ー
グ
ル
ポ

イ
ン
ト
で
、
生
徒
を
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
と
し
て
受
け
入
れ
て

く
れ
る
家
庭
に
つ
い
て
は
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
昭
和
村
も
そ
う
あ
り
た

い
も
の
で
す
。
18
年
度
は
、

是
非
、
イ
ー
グ
ル
ポ
イ
ン
ト

か
ら
昭
和
村
に
来
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
す
。

金
井
正
夫
　
記
　

とじておくと便利です

平
成
17
年
７
月
25
日
号
　

発
行
　
昭
和
村
議
会

議
会
だ
よ
り
№34

〒
379
―

群
馬
県
利
根

郡
昭
和
村
大
字
糸
井
３
８
８

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
７
８(

24)

５
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
７
８(

24)

５
２
５
４

編

集
　
昭
和
村
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

印

刷
　
㈲

利

根

印

刷

所

1298

昭
和
村
中
学
生

海
外
派
遣
の
思
い
出

読者シリーズ

（
橡
久
保
南
部
　
76
歳
）

�

田

勝

美
さ
ん

私
が
教
育
委
員
会
に
お
世

話
に
な
っ
て
い
た
平
成
９

年
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
達

を
海
外
に
派
遣
し
、
外
国
の

様
子
を
自
分
の
目
で
見
、
足

で
歩
き
、
外
国
の
人
々
と
接

し
、
国
際
理
解
を
身
に
つ
け

た
人
間
育
成
を
図
る
こ
と
が

大
変
重
要
で
あ
ろ
う
と
い
う

こ
と
で
、
学
校
、
村
当
局
、

教
育
委
員
会
で
検
討
。
村
長
、

村
議
会
に
深
く
理
解
と
協
力

を
頂
き
、
昭
和
村
中
学
生
海

外
派
遣
推
進
委
員
会
を
設

立
、
実
施
に
向
け
て
検
討
を

進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
幸

い
、
昭
和
村
の
Ａ
Ｅ
Ｔ
で
あ

っ
た
ジ
ョ
ン
・
ペ
イ
ン
氏
が

協
力
。
彼
の
故
郷
で
あ
る
ア

メ
リ
カ
・
オ
レ
ゴ
ン
州
イ
ー

グ
ル
ポ
イ
ン
ト
を
候
補
地
と

し
て
、
推
進
委
員
会
代
表
５

名
が
、
現
地
調
査
及
び
関
係

者
と
話
し
合
う
こ
と
で
平
成

９
年
８
月
下
旬
か
ら
５
日
間

ほ
ど
当
地
を
訪
問
。
初
対
面

で
あ
る
当
地
の
市
長
、
議
長
、

教
育
長
、
中
学
校
長
等
話
し

合
う
が
、
何
度
か
会
っ
た
よ

う
な
親
近
感
を
感
じ
、
交
流

に
つ
い
て
は
何
等
問
題
が
な

い
と
い
う
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
現
地
視
察
と
な
っ
た

風
景
は
、
遠
く
に
山
々
が
見

え
広
々
と
し
て
お
り
、
ど
こ

か
我
が
故
郷
、
利
根
沼
田
地

方
に
似
て
い
る
。
気
候
も
夏

で
暑
い
が
、
日
本
の
よ
う
に

蒸
し
暑
さ
が
な
く
、
か
ら
っ

と
し
た
感
じ
で
あ
っ
た
。
見

学
で
思
い
出
す
の
は
、
百
年

以
上
続
い
て
い
る
と
い
う
水

車
の
製
粉
工
場
で
あ
る
。
工

場
経
営
者
は
、
親
日
家
と
い

う
感
じ
を
受
け
る
、
第
２
次

世
界
大
戦
に
参
加
。
日
本
の

国
旗
を
戦
場
で
拾
い
預
か
っ

て
い
る
と
い
っ
て
、
工
場
入

口
正
面
に
張
っ
て
あ
る
の
を

我
々
に
見
せ
、「
持
ち
主
に

返
し
た
い
が
知
ら
な
い
か
」

と
い
っ
て
説
明
し
て
く
れ

た
。
国
旗
に
は
文
字
が
書
い

て
あ
っ
た
が
、
住
所
等
が
な

い
の
で
わ
か
ら
な
い
。
更
に

こ
の
工
場
経
営
者
は
、
こ
の

地
方
の
生
活
用
品
や
イ
ン
デ

ア
ン
の
使
っ
た
道
具
な
ど
を

収
集
し
た
博
物
館
を
持
っ
て

お
り
、
そ
の
見
学
も
さ
せ
て

く
れ
た
。

そ
の
後
、
我
々
が
町
内
を

見
学
し
な
が
ら
道
端
の
広
い

所
で
休
ん
で
い
る
と
、
二
頭

だ
て
の
馬
車
が
、
足
音
も
軽

く
近
づ
い
て
来
た
。
御
者
は

美
し
い
女
性
の
方
で
あ
っ

た
。
年
齢
は
よ
く
わ
か
ら
な

い
が
50
代
位
に
見
え
た
。

我
々
の
所
へ
近
寄
る
と
、
馬

車
に
乗
れ
と
い
う
。
私
た
ち

も
珍
し
い
の
で
喜
ん
で
乗
せ

て
も
ら
う
。
馬
車
は
町
内
全

域
で
は
な
い
が
、
ひ
と
回
り

し
て
元
の
所
へ
降
ろ
し
て
く

れ
た
。
我
々
を
見
る
と
誰
で

も
親
切
に
し
て
く
れ
た
。
ま

た
、
あ
る
店
に
寄
る
と
店
番

の
お
ば
あ
さ
ん
が
、
帰
り
際

に
店
の
商
品
で
あ
る
石
製
の

や
じ
り
を
く
れ
た
。
何
も
買

わ
な
い
の
に
と
、
恐
縮
す
る
。

こ
の
様
に
良
い
人
ば
か
り

に
出
会
っ
た
感
じ
が
す
る
が

事
実
親
し
み
の
持
て
る
良
い

人
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
従
っ

て
治
安
も
良
く
こ
れ
な
ら
ば

昭
和
村
中
学
生
派
遣
に
は
良

い
地
域
で
あ
ろ
う
と
我
々
は

考
え
、
帰
国
後
、
推
進
委
員

会
に
報
告
、
昭
和
村
中
学
生

海
外
派
遣
交
流
が
決
定
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
今
、
思
い
出

し
交
流
発
展
を
願
う
次
第
で

あ
る
。

イーグルポイント
こんにちはクラブの子どもたちから

昭和村議会様
私の名前は、クリスティーン・サーダンで

す。オレゴンのホワイトシティに住んでいて、
ホワイトマウンテン中学校に通っています。
学校には、素敵な友達と、興味深いことや難
しいことなども時々教えてくれる先生方がい
て、とても良いところです。
村長さんはじめ議員の皆さん、私たちの学

校に来てくれてありがとう。私は皆さんにお
会いできてとてもうれしかったです。それか
らこんにちはクラブに募金をしてくれてあり
がとうございました。とても感謝しています。
私は、来年の夏が待ちきれません。昭和村訪
問の一員になれればと心から願っています。
もし、そうなれれば、昭和村の家族と村のす
べてを見てみたいです。
最後にもう一度、ありがとうございました。

来年皆さんに会えることを願っています。
クリスティーン・サーダン


